
城山公園「孔雀園」内
ニホンザルとキバタンの飼養環境改善を求める嘆願書

館山市の城山公園孔雀園内のニホンザル2頭とキバタンの、動物福祉を無視した飼養環境に関し
まして、改善していただきたく嘆願いたします。

まずニホンザルの「ラン」が置かれている檻は、奥行き約1～1.5m、幅約2m、高さ約2mの非常に
小さな空間です。中にあるのは丸太が一本と、奥の角に渡してある三角の板のみで、中には人の
目から隠れる場所もなく、地面も周囲の檻同様に鉄の柵です。また、檻全体は、南に大きく傾い
ています。
そして「ラン」の娘にあたるニホンザルの「ジョー」のいる檻も、4m×1.5mの小さな空間で斜

面になっており地面はコンクリートです。二匹はいずれもたった一頭で置かれています。

ニホンザルは、木々が生い茂る環境に日に10km以上移動する動物です。高い知能と人間に近い感
情を持つニホンザルを、土も踏めず、登る木の一本もない生理生態に全く配慮されていない狭い
環境下に、24時間365日20年以上置くことは動物福祉に反しています。

またオウムのキバタンの「じゅん」においても、飛ぶことも羽を広げることもできず、くちばし
で突く物もない小さな空間に置かれています。キバタンは、広大な密林で生きる動物です。羽を
広げることができ、自由に動き回れるスペースが必要です。

以上のことから、城山公園内の孔雀園のニホンザルとキバタンの飼養環境改善を検討していただ
きたく、ここに強く要望いたします。

孔雀園には、多くの樹木が生えており、広い敷地内には花壇も整備されています。孔雀がいる場
所には多数の木、奥には、日よけ雨避けの待機スペースがあり地面は土です。

ランとジョーの檻も土の上に広く作り、登れる木や遊具を置き、環境エンリッチメントに取り組
むべきです。キバタンも同様であり、広いスペースの確保が必要です。と同時に、将来的に寿命
の長いキバタンだけが園内に残る可能性があるため、早急に適正環境で飼養できる次の飼養者を
探してください。また園内の動物たちを定期的に獣医師に受診させるべきです。
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【送り先】〒294-8601 千葉県館山市北条1145-1 館山市 建設環境部都市計画課 御中

〒294-8601 千葉県館山市北条1145-1 館山市 金丸謙一館山市長


